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研究成果の概要（和文）： 本研究は、介護労働者を対象にストレスと生活習慣および、生理的ストレスについて検討
した。ストレスと生活習慣は、独自に作成した調査より評価された。生理的ストレスは、唾液中のs-IgA/total protei
nとα-amylase活性より評価された。介護労働者は、日常生活上のストレスが高く、仕事以外のストレスも高い。生理
的ストレスは、介護労働者と一般労働者間に顕著な差はなく、労働条件の違いによる差はないと判断される。介護労働
者のストレスは、生理的ストレスより心理的ストレスが高い。今後は、介護労働者のストレスコーピング等を検討し、
介護労働者に相応しいストレス解消法を提案していく必要があろう。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to examine the stress related to lifestyle of care workers by 
the questionnaire and the physiological assay. Lifestyle-related stress was assessed by using a 
uniquely-developed questionnaire. Physiological stress was assessed by examining the ratio of s-IgA/total 
protein and the α-amylase activity. Care workers were found to have high stress in their daily life even 
at off-work. However, the degree of physiological stresses did not show remarkable difference between 
care workers and general workers, therefore the physiological stress was not judged to be caused by the 
difference of working conditions. As the result, care workers were clarified to have higher psychological 
stress than physiological stress. It will be necessary in future to suggest the stress-relieving method 
appropriate for care workers by examining the stress coping of them.

研究分野：健康福祉学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 

(1)介護保険制度や障害者自立支援法に基
づく障害者福祉制度が社会に定着し、介
護サービスに対する社会的ニーズは高
まっている。しかし、介護サービスを担
う介護労働者は、離職率の高さが指摘さ
れるなど、労働環境が充分に整備されて
いるとは言えない。 

(2)平成 23年度介護労働実態調査結果｢(財)
介護労働安定センター｣による介護労働
者の労働条件等の不満では、主に次の 4
つが挙げられている。1.仕事の割に賃金
が安い、2.人手が足りない、3.有給休暇
が取りにくい、4.身体的負担が大きい。
さらに、介護労働者のストレスに関する
報告書では、介護労働者の 85.5%が職場
や仕事においてストレスを強く感じて
いることが明らかにされている。 

(3)しかし、介護労働者のストレスと生活習
慣との関連性やストレス要因の詳細は
明らかにされていない点が多い。 

 
２．研究の目的 
 

(1)本研究では、上述した研究の背景に鑑み、
介護労働者のストレスと生活習慣につ
いて、次の 2点から検討することを目的
とした。 
1.ストレスと生活習慣の関係 
2. 唾 液 中 の 生 理 的 ス ト レ ス 物 質

(s-IgA/total protein と α-amylase 活
性)を指標とした 1 日の生理的ストレ
スの検討 

 
３．研究の方法 
 

(1)対象者は、介護者を雇用している 34の
事業所(大阪府、兵庫県、山口県、千葉県、
長野県)で勤務している介護者 457名(男
性 113 名、女性 344 名)である。事業所
の経営者および介護労働者には、研究の
趣旨を詳細に説明し書面にて同意を得
た。それらの事業所で勤務している介護
労働者に対し、基本的な生活習慣および
ストレスに関する調査を行った。 
 (2)調査は、介護に関する一般的な項目、性、
年齢を含む身体的特徴に関する項目、生
活習慣項目、ストレスおよびストレス要
因に関する項目から構成した。 

(3)統計解析 1 
調査の各検討項目における解析には、資
格、年代、性別に分け独立性の検定を行
った。 

(4)生理的ストレスを検討するための対象
者は、女性介護労働者 9名(51.4±8.0歳)、
女性一般労働者 9 名(53.6±5.2 歳)であ
る。BMIは、介護労働者(23.8±3.8)、一
般労働者(21.7±1.9)で、年齢、BMI共に
差はなかった。 

(5)唾液は 1日 8回（起床時、朝食後、昼食
前後、15時、夕食前後、就寝時）採取し
た。採取した唾液は、すぐに冷凍保存し
遠心分離した後の上澄みをサンプルと
し、サンドイッチ酵素免疫測定法により
分析した。唾液採取は、いずれの対象者
についても休日に行った。 

(6)統計解析 2 
唾液の解析には、一要因のみに対応のあ
る二要因分散分析（障害有無×採取期間）
により検討した。交互作用および主効果
に有意性が認められた場合は、多重比較
検定（Tukey’s HSD）を行った。 

(7)本研究における統計的仮説検定の有意
水準は 5%とし、ボンフェローニの方法
により有意水準は管理された。 
 
４．研究成果 
 (1)仕事上のストレスは、多いに感じている

79 名(17.3%)、やや感じている 235 名
(51.4%)、あまり感じていない 134 名
(29.3%)、全く感じていない 9 名(2.0%)
で、ストレスを感じている割合は高かっ
た。しかし、性差は認められなかった。
男女とも53~81%の者が高いストレスを
有しており、年代間では、20代と 50代
間で有意差が認められ、50 代は特に仕
事上のストレスが高かった。労働環境別
では、訪問系に比べ施設系の方がストレ
スは有意に高かった。介護経験年数では、
3年未満に比べ 5年以上の方がストレス
は有意に高かった。介護資格では、介護
福祉士に比べホームヘルパー有資格者
の方がストレスは有意に高かった。基本
的な生活習慣である起床時刻、就寝時刻、
睡眠時間、朝食の摂取状況等や排便状況
とストレスとの関係にはいずれも差は
なかった。介護労働者のおよそ 7割がス
トレスを感じ、介護経験年数が多い程ス
トレスは高く、ホームヘルパー有資格者
は、特にストレスが高いことが明らかと
なった。以上より、介護労働者のストレ
スマネジメントの必要性が示唆される。 

(2)介護労働者の仕事以外のストレスでは、
20 代を除くすべての年代において 50%
以上の者がストレスを感じており、特に
50代は 20代に比べ有意に高かった。ま
た、年代に関係なく男女とも 50％以上の
者がストレスを感じているが性差は認
められなかった。施設系と訪問系の労働
環境の違いに拘わらず、50％以上の者が
ストレスを感じているが労働環境によ
る差は認められなかった。介護労働者は
仕事上のストレスばかりでなく、仕事以
外でもストレスを感じている割合が高
く、特に 50 代の介護労働者は、性別を
問わず仕事以外のストレスが高いこと
が明らかとなった。 

(3) 唾液中の s-IgA/total proteinを指標と
した 1日の生理的ストレスは、交互作用



はなく採取時間要因に差が認められ、介
護労働者は、起床時に比べ夕食前と就寝
時を除く他の時間において有意に低か
った。一般労働者も起床時は他の時間帯
に比べ高いが何れの時間帯についても
採取時間の間に差は認められなかった。
唾液中の α-amylase活性を指標とした 1
日の生理的ストレスは、採取時間要因に
有意差が認められたが、介護労働者、一
般労働者共に何れの採取時間の間にも
差はみられなかった。唾液中の生理的ス
ト レ ス 物 質 (s-IgA/total protein と
α-amylase 活性)を指標とした 1 日の生
理的ストレスは、介護労働者と一般労働
者間に顕著な差はなかった。よって、生
理的ストレスは、本研究の一般労働者と
介護労働者の労働条件の違いによる差
はないと判断される。 

(4)以上の結果から、介護労働者のストレス
は、生理的ストレスより心理的ストレス
が高いことが明らかとなった。今後は介
護労働者のストレスコーピング等を検
討し、介護労働者に相応しいストレス解
消法を提案していく必要があると考え
る。 
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